
 1

情報を活用して学校をデザインする 
 
校内Webを活用して情報の発信と共有化。行事のポスターや学校紹介のムービーは選択授業で制作。どの

授業でもプレゼンＯＫ。情報科が頑張ると学校をデザインすることができます。 

 
神奈川県立横浜清陵総合高等学校 情報科／情報科学系列 五十嵐 誠 

Email：arashi50@pen-kanagawa.ed.jp Blog：総合学科「情報」日誌 

 
１．学校紹介 

 平成１６年に２つの普通科高校の統廃合により開

校。情報科学系列など６つの系列があり、必履修科

目以外は興味関心や進路に応じて自由に科目を選択

することができる単位制総合学科高校です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
横浜清陵総合高校には、カリキュラムの背骨にあ

たる４つの特色科目があります。 

◆産業社会と人間（１年次②／総合学科必履修科目） 

◆コミュニケーション（２年次②／学校設定科目） 

◆視点（２年次①／総合的な学習） 

◆探求［課題研究]（３年次②／総合的な学習） 

生徒は、これらの科目を通して、社会を知り、興

味と進路を考えながら科目選択をし、将来に向けて

の基礎作りをしていきます。 

 
２．学校をデザインする 

Web・紙媒体・プレゼンという代表的な表現・発

信方法を、具体的な学習活動と絡めて扱うことで、

生徒が学校生活に目を向けて活動に意欲を持つ。総

合学科高校とはどのような学校であるかという認識

を共有していく。開校５年目の横浜清陵総合高校で

は、そのような状況を実現するように学校をデザイ

ンしてきました。 

 ４つの特色科目が求心力を保つように、学校設立

時より情報科の教員は、「情報 A／B」と「産業社会

と人間」の連携活動を開発してきました。さらに情

報科学系列の科目の内容を調整して、生徒作成のポ

スターを利用した各特色科目の発表会や行事を盛り

上げる工夫を、そして、発表活動が楽しくスムース

に行われるような運営技術を整備してきました。 

一方、総合学科としての活動としてインターンシ

ップやボランティア活動、校外講座、検定試験など

の企画が多くあります。これらの膨大な情報は校内

Webで提供し、生徒が主体的にアクセスして自主調

整することができます。 

神奈川県内の総合学科の中でも評価を得ているこ

の状況は、管理職の支援のもとで、情報科教員のア

イディアとチームワークによって、コーディネート

してきたことがひとつの要因だと考えています。 

 分科会での発表では、活動の写真や常時掲示して

いるポスター、そして校内Webの活用事例を使って

学校をデザインする様子を紹介させていただきます。 

 
３．「情報 A／B」と「産業社会と人間」の連携 

 １年次生は「産業社会と人間」を、宿泊研修／社

会人講話／事業所見学・ジョブシャドウ／科目履修

計画／社会福祉施設訪問などの単元を通して学習し

ます。この時期に社会を体験することは大切ですが、

ここで視野を狭めてしまうことは危険なので、振り

返りを兼ねて発表による情報共有を行います。例え

ば、社会人講話では模造紙を使った発表、事業所見
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学ではスライドを使った発表をグループ発表の形式

でおこないます。ここで、情報 Aではそれぞれの発

表時期に合わせて、紙ベースでの個人発表（実際は

Web ページにして情報共有）、クラス内での個人プ

レゼン（ビデオ撮影あり）を指導します。つまり、

「情報」の授業では、扱う教材を「産業社会と人間」

より得て、「産業社会と人間」がより深く機能するよ

うに技術的なサポートで還元します。連携の時期に

は、週に２科目分の４時間を使って振り返り、情報

を共有することになりますので、「産業社会と人間」

の学習内容の定着と全員の活動参加を支援します。 

 その他の連携事例は、事業所見学の際のしおり作

りを情報の授業で行うこと、年間のまとめの発表時

には、情報の授業で年間を振り返るWebページを作

ることなどです。全て実体験を教材として情報の授

業を進めることができることができます。 

 
４．プレゼンの指導 

 事業所見学が終わると、「産業社会と人間」では体

験紹介を目的としたグループ発表が、「情報 A／B」

では、内面的な気づきや提案をプレゼンする個人発

表が行われます。個人発表は、リハーサルを行った

上で、多目的ホールを仕切って、正装で気を引き締

めて行います。司会やタイムキーパー、ビデオ撮影

などの役割を与え、生徒に発表会の運営技術を身に

つけさせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 クラス内で推薦された発表は、（今は実施されてい

ませんが）全国プレゼンテーションコンテストに応

募し、連続して複数の入賞を果たしています。 

５．行事新聞と発表会ポスターの効果 

 学校設定科目「DTP入門」では、WordとPublisher

という身近かなソフトで紙媒体の表現活動を扱いま

す。例年、文化祭と体育祭の新聞作りを行っており、

翌年まで全作品を掲示しています。 

 年間を通じて立ち読みする生徒は多く、新入生は

学校の雰囲気を知ることができ、卒業年次生は最後

の思い出づくりへの構想を練っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ４つの特色科目が年度末に年次内の発表会を行い、

その中から選出された代表による全校での学習成果

発表会を行います。このポスターは「DTP 入門」

「DTP活用」の受講生が作成し、多目的ホールの扉

や廊下の至るところに掲示されます。生徒は発表会

の日程を確認しながら、モチベーションを高めて準

備を進めることができるという効果があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 現在も昨年度のポスターを残しており、過去に学

んだことを振り返る効果と、今学習していることを

おろそかに扱わないように暗示する効果があります。 
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６．校内 Web による情報提供・情報共有 

 ５部屋の PC教室にある 140台および図書室・自

習室・キャリアガイダンス室にある 25台ほどの PC

を学習用のネットワークで管理しています。ブラウ

ザのトップページは図の「清陵ネットワーク」とい

う校内のポータルサイトが指定されています。 

 入学して最初の情報の授業で、自己紹介のページ

を作成したり、新２年次生が作った部活動紹介のペ

ージを見せることで慣れ、何かあればこのサイトに

詳細があると生徒の中に定着しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 例えば、「清陵夏の学び情報」をクリックすると、

夏休期間中の「総合学科公開講座」「短期集中講座」

「インターシップ」「ボランティア活動」などの一

覧・シラバスへのリンクに進みます。募集や手続き

なども詳細に示してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進路に関わる情報では、指定校推薦の一覧や検定

試験の内容を紹介しています。 

情報 Aの授業では、社会人講話の報告書など、制

作物は基本的に Web ページにして相互閲覧するの

で、情報の共有化・データベース化ができます。情

報発信のマナーも自然に身についていきます。 

 
７．発表会の機材配置と運営 

 １２月から２月まで、各年次で特色科目の発表会

が行われます。ちょうど１つの年次が入る多目的ル

ームを使用するので、その機材配置を示します。プ

レゼン用のスライドは中央のスクリーンに投影し、

隣のサブスクリーンには、カメラを使って発表者の

表情のアップを投影。右上はプログラム（演題）を

投影する。これが、標準のセットとして使う機材配

置です。（右下はテレビ会議システムのモニター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 左は、発表者の表情を撮影するカメラとプロジェ

クター、右は記録用のビデオカメラで、司会および

全ての機器操作も生徒が行うように指導しています。

「産業社会と人間」と「情報」の授業からはじめて、

発表することと、度々の発表会の運営を経験してい

くので、聞く態度もしっかりしており、外部の方か

らも高い評価を得ています。 
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 年度末には、４つの特色科目からの代表発表者を

選出し、卒業した３年次生は除きますが、残る１・

２年次生対象に「学習成果発表会」を行います。会

場も区の公会堂を借りて行うので、生徒はここで発

表することを誇りに思っています。 

 この発表会は、発表数が多いので、休み時間もあ

る長丁場になります。１・２年次生が総合学科生と

して縦に繋がるための演出も必要です。そこで、開

始前や休み時間には、「映像メディア表現」の受講生

の映像作品や球技大会決勝戦のビデオなどを流して、

気を引きつけて一体感を持つ工夫をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 左の小さなスクリーンがプログラム表示用で、基

本的な機器設置は変わりません。生徒は、ただのス

ライドによるプレゼンよりも、寸劇にしたり、人形

劇にしたりと様々な工夫をして印象づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ２年次の特色科目「コミュニケーション」では、

自分の将来を絡めたインタビュー実習で得たことを

報告します。身体の前に何も置かずに、しゃべりだ

けで伝えます。この科目は直接には「情報」とは連

携しませんが、１年次のプレゼンの技術がさらに発

展しているということができます。 

８．清陵総合ＮＥＷＳ 

 これは教員が作成する校内新聞ですが、総合学科

らしい活動があれば、年次に関係なく記事にして掲

示するという形を取っています。私も担当者ですが、

もともと情報科の教員が作成してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 開校してから５年間の新聞が、ギャラリーに全て

掲示してあります。特色科目の中の特徴的なことが

記事の大半を占めますが、入学式や修学旅行などの

記事も入れるようにしています。年間を通して、そ

して５年間を通しての横浜清陵総合高校を俯瞰して

見る事ができます。 

 生徒は、この学校ではどのようなことが行われて

いるのかを知ることができます。実際には、中学生

や保護者に対する説明に用いられることが一番多い

ようですが、分かりやすいと好評を得ています。 

 
９．まとめ 

 情報教育は１年次で終わりではなく、卒業するま

で関わるシステムを作ることで、学校全体に影響す

ることができます。まずは、冒頭にあげた、Web・

紙媒体・プレゼンという基本的な表現方法をバック

アップする姿勢が大切だと思います。生徒がこれら

と情報機器を活用することができると、全ての授業

でＩＣＴを活用した展開が可能になります。 

 都合がつきましたら、どうぞ３月の学習成果発表

会をご覧にお出でください。 


